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要約 本研究では,第1学年の通常の学級の算数科授業におけるADHD児の学習行動を分析した。同一の授業内

で「運動」のある活動時と「運動」のない活動時でADHD児の行動を比較した。いずれのADHD児も「運動」

のある場面の方が「話題にそった行動」が多く見られた。また,どちらの児童も教師が「運動」の指示をして

いるとき,「話題にそった行動をする」ことが多かった。これは,「運動」のある活動を取り入れ,授業に変化

が出ることで,ADHD児の集中力が持続したためだと考えられた。「運動」のある活動を行う場合,例えば,

一斉に朗読をするなどの活動ではなく,板書を写したりプリントの問題を解いたりする時,課題が終わったら

何をするのかを事前に伝え,空白の時間を作らないこと,机間指導にeり一人一人の様子を注意深く見るこ

と,やるべきことが分かっていない児童や集中できていない児童に声をかけること,「「運動」の指示」を出す

ときは,注意を促してから話し始めることが重要であることが示唆された。
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I。はじめに

注意欠陥多動性障害児(以下,ADHD児)は,学

習面において注意を集中することが困難であるために

学習面でのつまずきが見られる。

こうしたつまずきに対処する指導事例が報告されて

いる。中村(2004)は,「教室から出るときは,行き

先と帰る時間を言う,教科の中に作業時間を多く取り

入れる,個別指導ができるときは,短時間でもかかわ

ることなどを実践し,教師がこの生徒の特性を理解す

るeうにすることで対応に無理がなくなり,衝動性や

攻撃性が減少した」としている。雨宮(2004)は,授

業中パニックを起こすADHD児に補助と作業でスト

レスを減らす実践を報告している。例えば,問いを出

したときに,その問いを板書する。「とかげは,登場

人物でしょうか。」と問い,板書を始める。「先生と一

緒に書きなさい。」「書き終わった人は,赤鉛筆と定規

を使って丁寧に四角く囲みなさい。」「書き終わった人

だけ読みましょう。」等である。「書く」という作業を

取り入れることで授業に集中させることができ,授業

にストレスなく取り組めるようになったとしている。

平山ら(2006)は,「運動」のある授業の効果につ

いて述べている。ここでいう「運動」とは,音読とい

う□の動きや,板書を写す際の手の動きなどの体を動

かすことである。これらの「運動」があることにeつ

てADHD児の症状を抑えることができるとし丿運動」

のある活動は,教師が比較的簡単に実行しやすい支援

だとしている。

これまでADHD児を対象にした指導事例は多くな

されているが,「運動」という観点から授業分析ある

いは子どもの学習行動を検討した研究は少ないeうで

ある。平山ら(2006)自身も「運動」の効果を,定量

的に分析しておらず,授業内の教師の発言等に対する

ADHD児の発言・行動の授業分析を行い,「運動」の

ある授業について検討することは今後の課題であると

している。

本研究では,同じ授業内で「運動」のある場面と

「運動」のない場面でADHD児の行動を比較し,両場

面で児童に行動の違いがみられるかどうかを検討す

る。

Ⅱ.方法

(1)対象

小学校の通常の学級に在籍し,ADHDと診断また

は判断される児童2名とした。対象児Aは1年男子,

対象児Bは1年男子である。なお,両児は同じ学級に

在籍している。

(2)授業

算数の授業を分析対象とした。分析した授業の概要

を表1に示す。「O」の足し算の単元であり,導入で

は,6人の児童が2回ずつ玉入れをし,1回目と2回

目をたすといくつになるかを求める活動を行ってい

る。そして,「O」の意味は「何もないこと」だという

ことを確認している。その後,「O」の足し算の問題が

書かれたプリントを解き,全員で答えあわせを行って

いる。

(3)手続き

授業をビデオ撮影し,教師と児童の行動を観察し

た。行動分析カテゴリーは,平山ら(2006)の授業ス

キル項目と深谷ら(2008)の発言分析カテゴリー項目

を参考に表2を作成した。

表2に示されている教師の観察対象の特記事項は以

下のとおりである。
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表I A児・B児の授業内容

表2 行動分析カテゴリー

④作業:教材を準備したり,プリントを配布したりす

る行動

⑤確認:児童が理解しているかを確認する発言

⑧注意:児童の行動を注意する発言

⑨受容:児童の発言や行動を受容する発言

⑩指示:作業の指示以外の行動の指示,児童を指名す

る発言

表2に示されている児童の観察対象の特記事項は以

下のとおりである。

①離席:教師が「離席」を指示していないにもかかわ

らず,自分の机から体1人分以上離れる行動

②立ち上がり:(教師が「立ち上がり」を指示してい

ないにもかかわらず,自分の席から立ち上が

る行動

③手遊び:課題とは無関係に物をいじったり,手を動

かしたりする行動

-

④体を触る:手で自分の口や顔,頭などを触る行動

⑤そわそわ行動:(椅子をがたがたとさせたり,体を

揺らしたり,体をそわそわと動かす行動)

⑥eそ見:関係のない方向を向く行動

⑦他児との会話:教師の許可なく他の児童と話しをす

る行動

⑧独り言:教師の指示の内容と関係のない発言

話題にそった行動とは,児童の行動のうち,教師が

指示をしてその動きを行っている場合は,「話題にそ

った行動」とする。例えば,教師が児童に対して起立

して発言するeうに求めたときに,児童が起立するこ

とは「立ち上がり」ではなく,「話題にそった行動」

である。

ここでいう「運動」とは,体育の授業で行われるe

うな「運動」の意味だけではなく,身体を動かす動き

全てを指す。歩く,体操をするなどの全身を使った動
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きも含まれるが,手を動かすこと(板書を写す,プリ

ントに記入をする,手を挙げる,切る,貼る,組み立

てる等),口を動かすこと(朗読,全員で一斉に答え

を言う等),立つ,などの活動も含まれる。また,こ

こでの「運動」は,教師が意図的に指示した動きのみ

を指す。したがって,「手遊び」「そわそわ行動」など

の教師が指示していない身体の動き(授業逸脱行動)

は「運動」には含めない。

「運動」のある場面とは,対象児が身体を動かして

いる場面全てという意味ではない。「運動」を教師が

意図的に指示し,児童にその「運動」を行うことを求

めている場面である。教師が「運動」を指示してか

ら,その「運動」を止めさせるまでを「運動」のある

場面とする。

例えば,教師が板書をノートに書き写すeうに指示

をしたとき,そこからは「運動」のある場面となる。

その場面で,児童がノートに字を書く動きは,「運動」

であり,「話題にそった行動」となる。しかし,椅子

をがたがたさせる動きは教師が求めている「運動」で

はなく,「そわそわ行動」となり,「運動」のある場面

での授業逸脱行動となる。その後,教師が児童に書き

写すのを止めて,説明を聞くeうに指示をした場合,

そこからは「運動」のない場面となる。この場面で,

児童が椅子をがたがたさせる動きは,「運動」のない

場面での「そわそわ行動」となる。

発表活動では,教師は児童に挙手をして発言すると

いう「運動」を指示している。子どもが発表しeうと

挙手をしたり,実際に起立して発言した場合は,「運

動」のある活動となる。発表活動では,全ての子ども

が意欲的に発表しようとするわけではない。発表の苦

手な子どもは,他の子どもが発言しているのを聞くだ

けの時間となる。子どもの性格にeつてその行動に差

が大きく出る場面である。他の「運動」のある場面で

は,その「運動」を行っていないことは,「話題にそ

った行動」をしていないということになる。発表活動

の場合,挙手や発言をせず(「運動」をせず)聞いて

いるだけであってもそれは,「話題にそった行動」で

ある。発表活動時は「運動」のある場面,ない場面の

どちらにも含めず,発表活動時のみを取り出して分析

を行った。

表2のカテゴリーに行動が当てはまる場合に,1秒

単位で加算し,1校時分の授業において,教師がある

行動をしたときにみられた子どもの行動についてカテ

ゴリーごとの出現時間と出現率を導き出した。

発表活動については「運動」の有無が対象児にeつ

て異なるため,発表活動時のみを取り出して分析を行

った。ここでは,対象児の「運動」の有無に関わら

ず,教師が「発問」をして意見を述べるeうに挙手を

求めてから指名された児童が発言し終わるまで,また

は,挙手をする子どもがいないため教師が「発問」以

外の発言または行動をするまでの時間を発表活動とし

た。ここでは,挙手を求めない「発問」は,発表活動

として含めていない。

Ⅲ。結果

(1)児童の行動

A児は,いずれの場面でも「話題にそった行動」以

外では,「手遊び」「そわそわ行動」「eそ見」といっ

た落ち着きのない行動が多く,「他事との会話」「独り

言」といった声を出す行動や「離席」「立ち上がり」

といった大きな動きを伴う逸脱行動はあまり見られな

かった。

B児は,「運動」のある場面では,「話題にそった行

動」以外では,「他事との会話」「手遊び」がみられ

る。「運動」のない場面では,話題にそった行動以外

では,「離席」「手遊び」,「eそ見」「そわそわ行動」

がみられる。発表活動時も「話題にそった行動」以外

では「離席」「手遊び」が多い。ここでの「離席」は,

トイレヘ2回行ったことと,自分の鉛筆削りで鉛筆が

削れなかったために前に出て行っているためである。

また,「手遊び」も鉛筆を削ろうとしていることがほ

とんどである。

B児は,授業の途中で2回,教師の許可を得てトイ

レに行っているが,これは「離席」の分析対象とし

た。

(2)教師と児童の関係性

A児は,「運動」のある場面では教師が「「運動」の

指示」「机間指導」を行っているとき,「話題にそった

行動」をすることが多かった。しかし,教師が「机間

指導」を行っているときは「手遊び」をしていること

も多かった。「運動」のない場面では,特に高い数値

を示すカテゴリーは見られなかった。「話題にそった

行動」の出現率を見ても「板書」「「運動」の指示」以

外はどの項目も50%前後だった。発表活動時は,教師

が「発問」「指示」をしているとき,「その他」のとき

に「話題にそった行動」をすることが多かった。「話

題にそった行動」の出現率を見てもこの項目はいずれ

も高い数値を示していた。

B児は,「運動」のある場面では教師が「「運動」の

指示」「机間指導」を行っているとき,「話題にそった

行動」をすることが多かった。しかし,B児が「他事

との会話」をしているのは教師が「「運動」の指示」

をしているとき特に高かった。「運動」のない場面で

は,教師が「指示」「発問」をしたときにB児が「離

席」をすることが見られた。「話題にそった行動」の

出現率を見ても「指示」「発問」の項目の数値は低く

なっている。これは,B児がトイレに行っている間を

トイレに行く直前の教師の行動で起こって行動として

カウントしているためである。B児は,「運動」のな

27



阿井,都築:注意欠陥多動性障害児の学習行動の分析

表3 A児の「運動」のある場面のマトリックス分析

表4「運動」のある場面でのA児の話題にそった行動の出現率

い場面で,2回トイレに行くため離席しており,その

際の教師の行動は「発問」と「指示」であった。eつ

て,B児のこの数値にeつて教師が「発問」「指示」

をするときにADHD児の問題行動がみられやすいと

は判断できない。教師が「説明」をしているとき,B

児が「話題にそった行動」をすることが全カテゴリー

の中で2番目に多く見られた。「話題にそった行動」

の出現率を見てもこの項目は比較的高い。発表活動時

でも,教師が「発問」したときに「離席」「話題にそ

った行動」が多く見られる。しかし,「話題にそった

行動」の出現率を見ると,「発問」のときの数値がそ

ー

れほど高くないことから,教師が「発問」をしている

とき「話題にそった行動」がeく見られるとは言えな

い。教師が「指示」をしたとき,「その他」のときに

「話題にそった行動」が多く見られる。「話題にそった

行動」の出現率を見ても「指示」「その他」の項目は

比較的高い。

A児とB児に共通していることは,「運動」ある場

面では,教師が「「運動」の指示」「机間指導」をして

いるときに「話題にそった行動」をすることが多かっ

たこと,発表活動時は,教師が「発問」「指示」をし

たとき,「その他」のときに「話題にそった行動」を
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表5 A児の「運動」のない場面のマトリックス分析

表6「運動」のない場面でのA児の話題にそった行動の出現率

することが多かったことである。ここでの指示は,児

童を指名して発言を求める指示が中心である。

(3)「運動」のある場面とない場面の比較

A児は,「運動」のない場面のほうが「そわそわ行

動」をする割合が高かった。しかし,A児は,教師が

「机間指導」をしているときに「手遊び」をしている

ことも多かった。A児が「手遊び」をしているのは,

「運動」のある場面のほうが高かった。A児が「話題

にそった行動」をしているのは,「運動」のある場面

ほうが13.8%高かった。

「話題にそった行動」の出現率を比べると,「運動」

29

のある場面も「運動」のない場面も共通して,教師が

「板書」をしているときA児が「話題にそった行動」

をする出現率が高い。「運動」のある場面のほうが,

数値が高い項目が多かった。

B児は,「運動」のない場面のほうが「離席」「eそ

見」をする割合が高かった。しかし,B児が「他児と

の会話」をしているのは,教師が「運動」の指示をし

ているときに特に高かった。B児が「他児との会話」

をしているのは「運動」のある場面のほうが高かっ

た。B児が「話題にそった行動」をしているのは,

「運動」のある場面のほうが26.0%高かった。
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表7 A児の発表活動時のマトリックス分析

表8 発表活動時のA児の話題にそった行動の出現率

「話題にそった行動」の出現率を比べると,「運動」

のある場面では教師が「発問」をしているとき,B児

が「話題にそった行動」をする出現率が高いのに対し

て,「運動」のない場面では,教師が「発問」したと

きのB児の「話題にそった行動」の出現率は低い。

「見通しをもたせる発言」は「運動」のない場面では

「話題にそった行動」の出現率が高いが,「運動」のあ

る場面では低い。教師が「指示」をしているときは,

どちらも「話題にそった行動」の出現率が低い。「運

動」のある場面のほうが,数値が高い項目が多かっ

た。

(4)発表活動時の児童の行動

A児の発表活動時の「話題にそった行動」の出現率

は3つの場面で最も高かった。

教師とA児の行動の関係を見ると,教師が「発問」

「指示」をしているとき,「その他」のときにA児が

「話題にそった行動」をすることが高かった。この項

目は「話題にそった行動」の出現率を見ても比較的高

い。「話題にそった行動」の出現率の高い項目は,「板

書」「賞賛・励まし」「その他」「確認」「指示」だっ

た。出現率の最も低いもので「説明(43.59%)」であ

り,比較的どの項目も「話題にそった行動」が多く見

られた。
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表9 B児の「運動」のある活動時のマトリックス分析

表10「運動」のある場面でのB児の話題にそった行動の出現率

B児の発表活動時の「話題にそった行動」の出現率

は「運動」のない場面eりは多かったが,「運動」の

ある場面よりは少なかった。

B児の行動では,「離席」「手遊び」が多く見られ

た。

教師とB児の行動の関係を見ると,教師が「発問」

をしたときにB児が「離席」「話題にそった行動」を

することが多かった。「その他」のとき,教師が「指

示」「受容」をしたとき,B児が「話題にそった行動」

をすることが多かった。この3項目は「話題にそった

-

行動」の出現率を見ても比較的高かった。「話題にそ

った行動」の出現率の高い項目は,「板書」「説明」

「受容」だった。出現率の低い項目は「確認」「発問」

だった。

A児とB児に共通していることは,教師が「発問」

「指示」をしているとき,「その他」のときにA児が

「話題にそった行動」をすることが高かったこと,「板

書」のときの「話題にそった行動」の出現率が高かっ

たことである。
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表11 B児の「運動」のない場面のマトリックス分析

表12「運動」のない場面でのB児の話題にそった行動の出現率

IV.考察

(1)児童の行動について

A児はいずれの場面でも落ち着きのない行動が多

く,声を出す行動や大きな動きを伴う逸脱行動はあま

り見られなかった。佐々木ら(2005)は,「学期が経

るにつれて,ADHD児も大きな逸脱行動は減少した。

ADHD児は年長になるにつれて多動性が低下すると

いうことが,小学1年生でも現れている」とする。

「離席」や「立ち上がり」などの大きな動きを伴う授

32

業逸脱行動や「独り言」「他事との会話」などの声を

発する行動は,目立つことや授業の妨げになることも

あるため,教師から制止されることも多い。 ADHD

児もこのeうな行動は自制しやすいのではないかと考

える。一方,そわそわと落ち着きのない行動は,他の

子どもたちの大きな妨げになることは少なく,大勢の

子どもたちを指導しなければならない通常の学級担任

にとって,目が行き届かない部分でもある。しかし,

落ち着いて話しを聞くことと手遊びをしながら話しを

聞くことでは,話の理解の程度にも違いがあらわれる



表13
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B児の発表活動時のマトリックス分析

表14 発表活動時のB児の話題にそった行動の出現率

であろうし,クラス全体の雰囲気が落ち着かなくなる

ことも考えられる。田中ら(2004)は,ティーム・テ

ィーチンクを行ったり,LD(学習障害)やADHDな

ど配慮を要する児童がいる場合には少人数にして,全

員が落ち着いて授業を受けることができる環境が必要

であるとしている。

B児は,A児とは異なり,「運動」のある場面では

「他事との会話」や「手遊び」が見られた。「他事との

会話」が見られたのは,プリントの問題を解くなどの

「運動」のある場面は教師も教室の中を移動すること

が多く,教師が前に立って話しているときに比べ隣の

-

席の児童などと話しをしやすい雰囲気になり,少し自

由な雰囲気になることにeるものと考えられる。「他

事との会話」「手遊び」は,トイレに行っていたB児

が,プリントの問題を解く活動の開始と同時に戻って

きたため,状況が理解できておらず,隣の子に今から

何をするのか尋ね,使っていた鉛筆を自分の鉛筆削り

で削ろうとし,なかなかうまく削ることができず,隣

の席の児童が削ってあげたこと,隣の児童もその鉛筆

削りで自分の赤鉛筆を削ろうとしたが,うまく削るこ

とができず,B児と話しをしていたことがあげられ

た。「運動」のない場面や発表活動時の「手遊び」も
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鉛筆を削ろうとしていることがほとんどだった。「運

動」のない場面での「離席」は,教室の前にある鉛筆

削りで鉛筆を削ろうと席を立ったためである。このと

き,筆箱から別の鉛筆を出せばeかったが,課題に取

り組むことeりも,鉛筆が削れないことのほうが気に

なってしまったのだろう。このeうに些細なことで児

童の注意が,やるべき課題とは別のものに向いてしま

うことはよく見られる。しばらくして,支援員がB児

の行動に気づき,隣に行って話しをして止めさせたた

め,その後は授業に参加することができた。このと

き,支援員はB児が鉛筆をいじるのを止めてもしぱら

くB児の隣にいた。B児が発表するとB児の頭を撫

で,支援員は個別に声をかけて褒めていた。鉛筆のこ

とで頭がいっぱいになっているB児を授業に集中させ

るためには,一時的な注意だけではなかなか難しいで

あろう。そばに寄り添って支援すること,教師が一人

一人の児童に目を行き届かせることの必要であると考

えられる。

(2)教師と児童の関係性

A児とB児のいずれも「運動」ある場面では,教師

が「「運動」の指示」をしているときに「話題にそっ

た行動」をすることが多かった。A児は「運動」のな

い場面においても,教師が「「運動」の指示」をした

ときは「話題にそった行動」をする割合が多い。これ

は,両児が「運動」のある活動自体に関心をもってい

たためだと考える。「運動」のある活動は,授業の中

に変化をつくる。楠本(2002)がADHD児を指導す

るにあたり「45分間も集中力は続かないので,内容を

15分単位ぐらいに分けて行う」と述べている。他の刺

激に注意がそれやすい,さまざまなことに興味を示す

ADHD児にとって授業に動きがあることで集中力が

持続しやすくなるのではないかと思われる。また,も

う一つの原因として「運動」の指示が,「運動」のあ

る場面の最初に出されることが多かったことが挙げら

れる。児童が関心を示している最初に「指示」を出す

ことで,児童は教師の話しをきちんと聞き,「話題に

そった行動」ができたものと思われるが,B児は教師

が「「運動」の指示」をしているとき「他事との会話」

をしていることも多かった。これは,鉛筆をうまく削

ることができず隣の児童と話していることが多いため

である。また,A児では,教師が他の児童に教科書の

問題文を読むように指示した際も,その指示を聞いて

いなかったため,どこを読むのか分からず,隣の席の

児童に教えてもらっている。A児は,教師が「説明」

をしているときは「話題にそった行動」の出現率が低

かった。楠本(2002)が述べているように説明や指示

をする際は「今から大事なことを一つ言います。しっ

かり聞いてくださいね。」などと予告をして注意を促

してから話すことを徹底することが重要だと言える。

「運動」のある場面において教師が「机間指導」し
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ているとき両児とも「話題にそった行動」をすること

が多かった。興津(2007)は,支援の一つとして机間

指導を多くした結果,対象児の問題行動が減少したと

述べている。机間指導は,児童のすぐ隣で指導するこ

とができるため,やることが分からない児童や注意の

それている児童に対応することができる。また,教師

が近くに来ることで児童に緊張感が生まれる。そのた

め,A児・B児も「話題にそった行動」をすることが

多かったと思われる。しかし,A児は教師が机間指導

をしているとき「手遊び」をしていることも多かっ

た。これは,プリントの問題を解く活動の際,A児は

早く解き終わってしまいすることがない時間が多かっ

た。そのため,「手遊び」をしている時間が多かった。

佐藤(2004)は軽度発達障害児の指導にあたって空白

の時間を短くすることの重要性を述べている。授業の

中では,自分で問題を考えていてもeいかを教師に尋

ね,静かに問題を作っていた児童もいた。教師は,課

題が早く終わった場合に活動することを児童に指導し

ていく必要がある。

B児は,「運動」のない場面で教師が「説明」をし

ているとき「話題にそった行動」をすることが多かっ

た。これは,教師の説明が多かった授業の最初にB児

が非常に落ち着いて授業を受けていたためである。武

田ら(2004)は,ADHD児童生徒の実態調査におい

て半数以上のADHD児は授業に集中できる時間が20

分以下だったと報告している。A児は授業の前半も落

ち着きのない行動が目立ったが,授業の前半であれば

非常に集中できる児童の場合,早い時間に説明などを

行うことは有効だと思われる。

(3)「運動」のある活動について

A児は,「運動」のない場面のほうが「そわそわ行

動」が多く見られた。しかし,A児が「手遊び」をし

ているのは「運動」のある場面のほうが多かった。こ

れは,課題を早く終えてしまい空白の時間ができてい

たためである。「運動」のない場面では,A児は特に

高い数値を示すカテゴリーは見られず,教師の行動に

対する「話題にそった行動」の出現率も50%前後のも

のが多かった。また,A児が話題にそった行動をして

いるのは,「運動」のある場面のほうが高かった。

B児は「運動」のない場面のほうが「離席」と「e

そ見」をすることが多かった。しかし,「他事との会

話」をしているのは「運動」のある場面のほうが多か

った。これは,プリントを解く時間に隣の児童と鉛筆

を削ろうとしていたためである。また,B児が「話題

にそった行動」をしているのは,「運動」のある場面

のほうが高かった。

以上のことeり,本研究の2つの事例では,いずれ

のADHD児も「運動」のある場面の方が「話題にそ

った行動」が多く見られた。また,どちらの児童も教

師が「運動」の指示をしているとき,「話題にそった
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行動をする」ことが多かった。これは,「運動」のあ

る活動を取り入れ,授業に変化が出ることで,

ADHD児の集中力が持続したためだと考えられる。

(4)発表活動について

A児とB児を比べてみると,「話題にそった行動」

の割合はA児のほうが「運動」のある場面とない場面

で差が見られなかった。児童をタイプ別に区分する一

つとして発言の積極性が挙げられる。この授業におい

て,A児は積極的に発言をするタイプであり,教師が

挙手をして発言することを求めた27回中15回挙手をし

ている。このとき,いずれも自分から手を挙げてい

る。発表活動時のA児の「話題にそった行動」の割合

も74%で他の2つの場面eりも高い。発表活動は,積

極的に挙手をする児童にとっては,挙手をして,立

ち,話しをして,座るという「動き」のある活動であ

る。eつて,A児の場合この時間を「運動」のある場

面として考えると「運動」のある場面の「話題にそっ

た行動」の出現率は68%となり,「運動」のない場面

との差は17.%となる。

A児とB児は発表活動時に,教師が「指示」をした

とき,「その他」のときに「話題にそった行動」をす

ることが多かった。A児は教師が「発問」をしたとき

も「話題にそった行動」が多く見られた。ここでの指

示は,児童を指名して発言を求める指示が中心であ

る。「発問」または,それに対する「指名」,そして,

指名された他の児童が発言する際に,「話題にそった

行動」が多く見られたと考えられる。教師が一方的に

「説明」をするeりも,児童に「発問」し,問いかけ

ながら学習を進めていく方が効果的であると考えられ

る。

発表の時間は,教師が発問したことに対して指名さ

れた児童が意見を述べたり,他の児童が発言したこと

を受けてその次に自分の意見を言ったりするため,ク

ラス全体が意見を述べる児童の話しを静かに聞き,落

ち着いている。このような余計な刺激の少ない環境

は,ADHD児が集中しやすい学習の雰囲気を作って

おり,効果的であるといえる。

B児は発表の時間,挙手をしないことが多く見ら

れ,29回申挙手したのは4回のみである。そのうち3

回は,教師や隣の児童に促されて挙手している。この

場面での「話題にそった行動」も56%で「運動」のな

い場面eりは高いものの「運動」のある場面eり低

い。B児のeうに発表に消極的な児童に対して,いか

に発表したいという気持ちにさせて挙手を促すかが大

切である。発表しeうとする気持ちを賞賛すること,

発言したことを賞賛することを繰り返し,達成感や満

足感を感じさせることが重要だと考える。また,この

授業において,担任の教師は「全員発言」を目標にし

ている。発表の時間の際にも,「今日は全員発言だっ

たね。」「手が挙がってない子は,隣同士で相談してい

ー

いよ。お隣や班で教えてあげて。」「たくさん手が挙が

ったね。」という発言が見られる。授業の終わりには,

「今日はとてもみんながんばって発言ができました。

良かったですe。」と賞賛している。また,児童の中

には,隣の児童が手を挙げていないと,答えを教えて

あげたり,「○○くん,手を挙げて。」と挙手を促した

りする行動も見られる。B児も分からない子は隣同士

で相談するeうに促され,また実際に隣の子に促さ

れ,挙手をする姿が3回見られる。このeうに,クラ

ス全体で発表をがんばろうという雰囲気を作ること

も,子どもたちが互いに声をかけて集中できる環境を

つくり,ADHD児の集中力を高めるために効果的で

あると思われる。

(5)日々の授業の中で簡単に取り入れることのでき

る支援策

本研究で取り上げた「運動」のある活動を挙げた

い。授業の中で切る,貼る,組み立てる,などの工作

をしたり,教室を歩いたり簡単な体操をしたりするの

もeいであろう。算数の問題を取り上げるとき,「つ

いて読みなさい。」と言って問題文を範読し,その後

子どもたちが一斉に音読をするのも口の運動である。

このとき,全員をいったん立たせて問題を読んだら座

るeうにすれば身体を使った運動となる。板書をノー

トに写す,プリントに記入するなどの手の動きを取り

入れる。プリントができたら,教師のところに持って

くるeうにして,身体を使った運動を取り入れる。こ

れらのとき,指示を出すのは『一時に一事』が原則で

ある。これらの活動は,子どもの「動きたい」という

欲求を抑えるだけでなく,脳を活性化し授業に対する

集中力を生み出す。また,授業の中に変化をもたら

し,授業全体の集中力につながると考える。

また,「運動」のある活動を行う場合で,一斉に朗

読をするなどの活動ではなく,板書を写したりプリン

トの問題を解いたりという活動の場合は,課題が終わ

ったら何をするのかを事前に伝え,空白の時間を作ら

ないことが重要である。また,机間指導にeり,一人

一人の様子を注意深く見てやるべきことが分かってい

ない児童や集中できていない児童に声をかけること,

「運動」の指示を出すときは,注意を促してから話し

始めることも重要な点として挙げられる。

V。おわりに

本研究では,同一の授業内で「運動」のある活動時

と「運動」のない活動時での児童の行動を比較し,

「運動」の効果について検討した。今回は,2つの事

例おeび算数の授業においてのみ検討しており,今

後,他の教科,あるいは他の学年でも検討する必要が

あろう。

今後は「運動」のある活動を取り入れることが,
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「運動」のある活動時だけでなく,授業全体において

ADHD児の行動に影響を与えているのかどうかを検

討することが課題であろう。そのため,同一の対象児

で数回分の授業を分析し,「運動」のある活動時間の

量の違いにeつて児童の行動を比較し,「運動」のあ

る活動時間の量の違いにeつて児童の行動に違いがあ

るのか分析する必要があろう。
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